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質
問　

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
を
は

じ
め
、
今
後
本
庄
市
は
ど
の
よ
う

に
開
発
・
発
展
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

回
答　

現
在
、
本
庄
早
稲
田
駅
周

辺
で
は
、
土
地
区
画
整
理
と
い
う

ま
ち
づ
く
り
の
事
業
を
平
成
18
年

９
月
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
地
域
を
本
庄
市

の
新
し
い
「
顔
」
と
し
て
、
恵
ま

れ
た
交
通
条
件
を
生
か
し
て
北
関

東
の
拠
点
に
成
長
さ
せ
、
市
の
飛

躍
の
礎
と
な
る
よ
う
重
点
的
に
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
こ
の
新
し
い
ま
ち

に
多
く
の
人
々
を
呼
び
寄
せ
、
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
住

宅
地
、
そ
し
て
、
地
域
経
済
に
活

力
と
潤
い
を
も
た
ら
す
商
業
施
設

や
企
業
が
集
ま
る
地
域
を
つ
く
り
、

自
然
や
歴
史
を
大
切
に
し
つ
つ
、

本
庄
早
稲
田
駅
や
早
稲
田
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
な
ど
、
他
の
地
域
に
は

な
い
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
次

の
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
、

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

橋本康太議員
（本庄西中２年）
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質
問　

私
た
ち
児
童
・
生
徒
が
安

心
し
て
登
下
校
で
き
る
安
全
な
ま

ち
に
す
る
た
め
に
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル･

信
号
機
の
設
置
や
街
灯
を
増
や

す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
答　
「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
」
に
つ

い
て
で
す
が
、
地
元
自
治
会
か
ら

の
要
望
に
基
づ
い
て
現
地
を
確
認

し
、
ま
た
、
通
学
路
や
交
通
量
な

ど
を
考
え
て
、
必
要
な
場
所
に
設

置
を
し
て
い
ま
す
。「
信
号
機
」

に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治
会
・
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
の
要
望

を
受
け
て
、
毎
年
度
、
本
庄
警
察

署
・
児
玉
警
察
署
に
設
置
要
望
書

を
提
出
し
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
街
灯
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
街

灯
に
は
、
防
犯
灯
や
水
銀
灯
な
ど

の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設

置
条
件
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
設
置
や
維
持
管
理
の
費
用

の
た
め
に
補
助
金
を
出
し
て
い
ま

す
。
防
犯
灯
は
市
内
に
約
５
、
３

０
０
基
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
通
学
路
の
安
全
確
保
の

た
め
、
計
画
的
に
防
犯
灯
な
ど
を

設
置
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小林　奏議員
（本庄南中２年）

塚
田　

桂
太　

２
年

栗
原　

正
実　

２
年

菅
野　
　

龍　

２
年

斉
藤　

早
紀　

２
年

小
林
咲
里
奈　

２
年

細
川　

佳
輝　

１
年

福
島　

卓
弥　

１
年

小
林　

裕
貴　

１
年

橋
本　

康
太　

２
年

栗
田　

大
地　

２
年

五
十
嵐
雪
乃　

２
年

三
井　

風
光　

２
年

山
内　
　

聡　

１
年

國
松
祐
太
朗　

１
年

武
藤　

郁
弥　

１
年

森
田
ま
ど
か　

２
年

小
林　
　

奏　

２
年

川
村　
　

凌　

２
年

島
田　

悠
平　

２
年

鈴
木　

拓
実　

２
年

原
田　

優
希　

２
年

松
原　

早
希　

２
年

小
暮　

將
之　

２
年

三
友　

杏
奈　

２
年

滝
澤　

正
啓　

２
年

田
島　

敦
朗　

２
年

坂
本　

綾
萌　

２
年

根
岸　

成
剛　

１
年

今
井　
　

蘭　

１
年

奥
原
美
知
瑠　

１
年

（
敬
称
略
）

【児玉中学校】 【本庄南中学校】 【本庄東中学校】【本庄西中学校】

《まちづくり議会議員名簿》

将
来
の
本
庄
市
を
担
う
中
学
生
に
、
市
政
へ
の
関
心
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
度
開
催
し
て
い
る
「
中
学

生
ま
ち
づ
く
り
議
会
」。
市
内
４
中
学
校
よ
り
30
人
が
出
席
し
、

１
月
29
日
に
市
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
は
、
森

田
ま
ど
か
議
長
（
本
庄
南
中
）
の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
12
人

の
中
学
生
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。三友杏奈副議長

（児玉中２年）

森田まどか議長
（本庄南中２年）

－私たちの意見を市政に－－私たちの意見を市政に－
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質
問　

環
境
問
題
対
策
に
、
本
庄

市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
今
後
学
校

に
関
わ
る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

な
計
画
が
あ
り
ま
す
か
。

回
答　

市
で
は
現
在
、
今
後
10
年

間
を
目
標
と
し
た
「
本
庄
市
環
境

基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
に
つ
い

て
市
で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
平

成
24
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
し
た
「
本
庄
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
小
山
川
や

女
堀
川
な
ど
の
河
川
水
質
検
査
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
な
ど
を

定
期
的
に
実
施
し
、
結
果
を
「
本

庄
市
の
環
境
」
と
し
て
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

学
校
に
関
わ
る
取
り
組
み
の
計

画
に
つ
い
て
で
す
が
、「
本
庄
市

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」

を
策
定
し
て
、
今
年
の
４
月
か
ら

開
始
す
る
予
定
で
、
中
学
校
も
対

象
施
設
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

が
参
加
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
は
、「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ

Ｙ
」
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　

本
庄
市
の
恵
み
豊
か
な
環
境
が

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
る
よ

う
に
、
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
を
つ
く
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

滝澤正啓議員
（児玉中２年）
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栗田大地議員
（本庄西中２年）

質
問　

日
本
は
世
界
的
に
も
学
力

レ
ベ
ル
が
年
々
低
下
し
、
重
大
な

問
題
に
陥
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

回
答　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
が
行
っ
た
学
習
達
成
度

調
査
の
結
果
を
見
ま
す
と
、「
読

解
力
」、「
学
習
に
対
す
る
意
欲
や

態
度
」
な
ど
に
課
題
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

他
の
調
査
で
も
応
用
や
活
用
に
課

題
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
将
来
を
考
え

る
と
大
変
心
配
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、

市
と
し
て
も
何
ら
か
の
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
力
向
上
へ
の
具
体
的
な
対
策

に
つ
い
て
で
す
が
、
学
力
に
関
し

て
は
、「
読
み
・
書
き
」
と
「
計
算
」

の
基
礎
を
身
に
付
け
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
力

の
向
上
は
、
生
活
習
慣
と
も
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
勉
強
だ
け

を
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、

「
規
律
あ
る
態
度
」
を
し
っ
か
り

身
に
付
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

今
後
も
、「
学
力
」・「
規
律
あ

る
態
度
」・「
体
力
」
の
３
つ
の
育

成
を
図
る
「
教
育
に
関
す
る
３
つ

の
達
成
目
標
」
へ
の
取
り
組
み
を

い
っ
そ
う
進
め
、学
力
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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質
問　

本
庄
市
に
は
、
現
在
い
く

ら
の
借
金
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、

そ
の
借
金
に
対
す
る
返
済
な
ど
の

方
策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
答　

市
で
は
、
道
路
の
新
設･

改
良
や
学
校
の
校
舎
を
新
し
く
建

設
す
る
な
ど
と
い
う
と
き
に
は
、

こ
の
資
金
を
国
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
ま
す
。

　

借
金
の
残
高
は
、
普
通
会
計
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事

業
会
計
を
合
わ
せ
る
と
３
８
６
億

円
と
い
う
額
に
な
り
ま
す
。
元
金

や
利
子
の
返
済
額
は
、
平
成
19
年

度
で
は
22
億
７
、
８
４
５
万
４
千

円
で
す
。

　

今
回
、
国
で
は
金
利
５
％
以
上

の
地
方
債
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、「
公
的
資
金
の
保
証
金
免
除

繰
上
償
還
」
と
い
う
制
度
を
設
け

ま
し
た
。
市
で
も
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
今
後
の
負
担
を
軽
く
し

塚田桂太議員
（本庄東中２年）

よ
う
と
繰
上
償
還
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
現
在
よ

り
も
低
い
利
率
で
借
り
換
え
る
こ

と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
10
億
７
、

０
０
０
万
円
の
利
子
が
軽
減
で
き

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

cccccccccccc

答弁する吉田市長答弁する吉田市長

質
問　

本
庄
南
中
で
は
、
地
域
の

公
園
清
掃
や
介
護
福
祉
施
設
訪
問
、

ユ
ニ
セ
フ
の
街
頭
募
金
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
小
・
中

学
校
全
体
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
企
画
は
あ
り
ま
す
か
。

回
答　

本
庄
南
中
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
、

す
ば
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

市
内
全
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
、
市
の
社

会
福
祉
協
議
会
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
現
在

52
あ
り
、
個
人
登
録
者
を
含
め
る

と
約
４
千
人
が
何
ら
か
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市

で
は
、
市
立
の
全
小
・
中
学
校
を

「
福
祉
教
育
推
進
校
」
に
指
定
し
、

本
庄
南
中
を
は
じ
め
と
し
て
、
他

の
小
・
中
学
校
で
も
、
福
祉
活
動

や
多
種
・
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
全
体

を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
と
し
て

は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
春
・
夏
に
は
、
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
も
多
く
、
ス
ク
ー
ル
に
参
加

し
た
高
校
生
以
上
の
学
生
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し

て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」

の
企
画
や
運
営
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
暫
時
休
憩
〉

島田悠平議員
（本庄南中２年）


